


Ⅱ 骨

上腕二頭筋長頭腱炎にみられる特徴的な超音波画像
上腕二頭筋長頭腱炎では，結節間溝部を通過する長頭腱の短軸画像（冠状断像）を描出すると，長頭腱
の周囲を取り巻く結節間滑液鞘に水腫が貯留するため，腱周囲を取り囲むように低エコー帯が観察で
きる。また，炎症が強い時期では，結節間溝内に入る前上腕回旋動脈由来の枝が血管拡張している様
子を観察することができる。
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肩峰下インピンジメント症候
群にみられる特徴的な理学所
見である。外転80°～120°の範
囲で疼痛を訴え，その他の範
囲では疼痛がない。
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上腕二頭筋長頭腱周囲の水腫 前上腕回旋動脈から結節間溝へと侵入する血管
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test
上腕二頭筋長頭腱の異常を調
べるテストである。肘関節を
90°屈曲位で，回外に抵抗を
加え疼痛を誘発する。

図2-66 大腿二頭筋長頭腱と短頭との関係
写真は右大腿を外側よりみたもので，ピンセットで大腿二頭筋長頭を持ち上げている。短頭は腓骨頭へと向かう
長頭腱に対し深部から半羽状に合流し，短頭自身は独自の腱をもっていない。つまり，短頭の収縮は長頭腱を介
してはじめて腓骨頭に伝達される。

Ⅲ　下肢の筋

膝関節に関わる筋2

大腿二頭筋長頭 biceps femoris long head
大腿二頭筋短頭 biceps femoris short head

解剖学的特徴　 
●大腿二頭筋長頭
［起始］坐骨結節　　　　　［停止］腓骨頭
［支配神経］坐骨神経脛骨神経部（L5～S2）
●大腿二頭筋短頭
［起始］大腿骨粗線外側唇　［停止］長頭 を介し腓骨頭
［支配神経］坐骨神経腓骨神経部（S1・S2）
●大腿二頭筋短頭は，長頭の停止 に対し深層から羽状に合流し，長頭 を介して腓骨頭
に張力を伝達する。

●大腿二頭筋短頭は，その表層を長頭によりほぼ完全に覆われており，体表からは長頭の
筋腹が主に観察される。

筋機能の特徴
●大腿二頭筋長頭は股関節伸展ならびに膝関節屈曲に作用する。
●大腿二頭筋長頭は下肢を固定した場合，骨盤を後傾させる。
●大腿二頭筋短頭は膝関節を屈曲する。また長頭とともに下腿を外旋させる。
●大腿二頭筋の停止の一部は，腓腹筋外側頭の筋膜へ合流し，外側頭の筋活動に影響を与える。
●大腿二頭筋の停止 の一部は，外側側副靱帯を内・外側より覆いながら腓骨頭へと向か
い，間接的に膝関節の内反不安定性を制動する。

臨床との接点
●大腿二頭筋長頭は内側ハムストリングスとともに，SLRの制限因子となる。
●膝関節屈曲拘縮において筋性要因の最も重要な筋は，大腿二頭筋短頭である。
●膝関節屈曲位で大腿二頭筋に強力な収縮力が作用した場合や，下腿への強力な内旋力が
作用した場合，大腿二頭筋 を介した腓骨頭脱臼が生じる。
●膝関節90°屈曲位において大腿二頭筋 と腸脛靱帯の間は，外側半月板の後角の圧痛をみ
るよいポイントである。

●下腿義足症例の歩行において，外側ホイップがみられる場合，アライメントに問題がな
ければ大腿二頭筋の筋力低下を疑う。

関連する疾患
●tight hamstrings，膝関節屈曲拘縮，大腿二頭筋断裂・肉離れ，腓骨頭脱臼，下腿切断，
外側半月板損傷，など。

図2-65 大腿二頭筋の走行
大腿二頭筋長頭は，坐骨結節に起始し腓
骨頭に停止する。大腿二頭筋短頭は，大
腿骨粗線外側唇に起始し，長頭腱を介し
腓骨頭に停止する。両筋とも膝関節の屈
曲，下腿の外旋に強く関わり，長頭は股
関節の伸展にも関与する。短頭はそのほ
とんどを長頭に覆われており，体表から
は観察しにくい。
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図2-67 股関節肢位による
大腿二頭筋作用の違い

大腿二頭筋は股関節が伸展位にあると長
頭が緩むため，膝関節を屈曲する作用は
短頭に依存することになる。股関節屈曲
位では，長頭は適度な伸張が得られ，短
頭とともに強力に膝関節屈曲に作用する。
短頭は単関節筋であるため，股関節肢位
の影響は受けない。

大腿二頭筋長頭

大腿二頭筋短頭
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図2-62 半膜様筋の触診②
被検者は抵抗下の膝関節屈曲運動を繰り
返しつつ，先にトレースした半腱様筋腱
の両側で収縮する半膜様筋を触診する。
膝関節の屈曲角度が変化しても，脛骨に
加える抵抗は常に大腿骨の長軸に対し，
平行に与えることが，上手く触れるコツ
である。

図2-64 半膜様筋の収縮を介した
内側半月板の触診②

脛骨内側顆の後面に対し，大腿骨長軸に平
行な抵抗を加えつつ膝関節の屈曲運動を
指示する。運動に伴い内側半月板が後方へ
と移動する様子を触診することができる。
この触診方法は，このまま内側半月板の挟
み込みに伴う
膝窩部痛の症
例に用いること
ができ，直ちに
膝窩部痛の軽
減と可動域の
増大が得られ
ることが多い。
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図2-60 半腱様筋の触診④
半腱様筋の筋腱移行部が確認できれば，そのまま半腱様筋の内側縁に沿って坐骨結節まで触れていく（左図）。半
腱様筋の外側縁は近位へ向かうと大腿二頭筋の長頭が接してくるので，大腿二頭筋長頭との筋間に指を挿入しな
がら触診していく（右図）。

図2-61 半膜様筋の触診①
半膜様筋の触診は，被検者を腹臥位とし膝関節を約45°屈曲した肢位が開始肢位となる。あらかじめ半腱様筋腱
はトレースしておくと両筋の違いがわかりやすい。脛骨内側顆後面に対し手掌をあて，大腿骨長軸に対し平行に
抵抗を加える。このときの抵抗は，運動を止めるほどの強いものではなく，むしろ運動方向をナビゲートする要
領で軽く与える。
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図2-63 半膜様筋の収縮を介した
内側半月板の触診①

半膜様筋は内側半月板に線維を送り，膝
関節の屈曲に伴い内側半月板を後方へと
引き出す。被検者の膝関節を約100°程度
屈曲し，指は内側関節裂隙で，内側側副
靱帯の後方に指をあてる。

①他動的に外旋させる

②自動的に内旋する
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